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＜連絡事項＞

・5/16　深夜チーフ　松村

　　　　準夜チーフ　小泉

　　　　オンコール　高橋

　　　　薬局オンコール　梅内

以降に関しては別途お知らせします。

・第1回　院内研修案内（2回目）

日　時：5月15日(月) 17:30～

場　所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール

テーマ：「当院における精神医療サービスの在り方・今後の方向性」

講　師：佐々木ＡＯＭ

＜患者様連絡事項＞

・池野　功一様～点滴5/15　24：00まで。同内容で２日分処方。

・佐々木　たま様～5/16朝より、牛乳からヨーグルトへ変更。

・中堤　光枝様～5/16朝より、牛乳からヨーグルトへ変更。

・山崎　清助様～排便－4日目。センナリド　2Ｔ　1回分処方。

・山本　眞規子様～排便－3日目。便秘時の継続指示あり。

・聖前　偉三郎様～DIV同内容で3日分処方となる。5/16喀痰培養、5/18採血指示あり。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中は過度な訴えや要求もなく落ち着いている。服薬について、「メコバラミンを飲むと股間がギラギラする」と訴えあり除剤している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・畑中　成夫様～終日隔離中。対面時、「前田さん…」と特定女性患者様（5/14に退院となっている）の名前を出すことあるが、「やっぱりダメですね」と自制している。食事以外はほぼ臥床傾向、隣室の患者様に話し掛けられると応じている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞

・小笠原　澄子様～「洗濯を持ってきてもらいたいけど、家が家事で丸焼けだ…」等と妄想発言聞かれている。5/14準夜帯で服薬拒否あったが、本日は拒否なく服薬できている。食事、面会時以外はほぼ臥床傾向。

・桑原　幸一郎様～ライントラブルなし。酸素1Ｌで、酸素飽和濃度94～95％で経過。湿性咳嗽著明にあり、適宜吸引施行している。

・聖前　偉三郎様～ライントラブルなし。顔面紅潮あり、13：00体温37.5℃でクーリング施行。14：00には36.7℃に解熱している。酸素1Ｌで、酸素飽和濃度95％で経過。湿性咳嗽著明にあり、適宜吸引施行している。

・池野　功一様～バイタルサイン異常無し。嚥下不良でむせ込みあり、エプリッチは数口で中止している。湿性咳嗽あり、適宜吸引施行している。表情の硬さや不機嫌さあるが、介入時の拒否はない。

・澤口　利香様～本日OTは中止とし、静養していただく。食事は牛乳や味噌汁のみと摂取量は少なめ。コーヒーや砂糖湯は適宜摂取している。苛々感の訴えあり、10：10、リボトリール（1）1Ｔ、リスペリドン液（2）1P服用する。11：30、再度ムズムズ感の訴えあり、ジアゼパム（5）1Ｔ服用している。廊下から窓の外を見て、「この階段の一番上から落ちたら死ねるかな」等と希死的発言あり。5/16～OT許可あり。本日夕より軽々食へ変更。臨時薬レボトミン25mg→100mgへ増量、他同内容で3日分処方となる。本人希望にてソワソワ時、タスモリン（5）1A筋注（1回きり）の指示あり。今週中で面談調整の指示あり。引き続き、自殺に関する言動や自傷行為に注意し、所在の確認を行っていく。

・佐藤　俊也様～過度な帰宅要求なく、自室で臥床している。スタッフ対応は穏やか。手指振戦軽度見られている。

・小田　恵一郎様～夜勤帯でおやつを隠し持ち食べている事あり。本日昼にも、ビニール袋にご飯を詰めようとしている為、介入している。事故防止のため、食事、間食はホールで摂取するよう促していく。

＜OTより＞

　OTからの帰棟する際、これまでは各病棟ごとに作業室内に並び、一旦体育館へ移動していたが、今後は各病棟ごとに作業棟から直接各病棟へ帰棟する事になる。帰棟順は北→西→東病棟。

